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エーテル抽出物と農水化物に就いて 133 

Mame 

Table {J. Content of ash in the polysaccharides fromPenicillium notatum B2t. 

Hot .water soluble polysaooharid倒

Pectin A 

Pectin B 

Ash (%) 

1.4:04: 

1.371 

0.630 

9.280 Chitin 

町 線 括

1 青徽の一種， Penicillium notatum . B21菌体まりエルゴステリンを車離確認した.

2 油脂を抽出，その特教と嬰教の一部を測定した。 1

3 メタノール抽出物より， α，αートレハロース，マン=ットを単離確認した。

4 青徽菌体中にペクチンに相賞する多糖質の存在を認め，叉キチン質を純特に取り出

した。

烏わりにのぞみ，終始御指導御鞭縫をたまわった梅津先生，並びに心良く菌体を御供輿

下された梅津研究室。方遣に厚く感謝の意を表する次第である。

t:r~， 本研賓の一部は文部省の自然科皐研究費によった。

記 事

昭23年(1948)10月本誌報文中の鬼頭史城，園環殻の強度に

関する研究(第1報)の全文は長〈主主るの

で別冊として各大皐等に配布した。特に希

望の向きには金冊を配布するから著者宛に

申出頂き度い。

本事部に於ける研究近況は下記の通りで

ある。

機械工事教室

笠原英司:終下球法による粘性係数測

定へのー寄輿昭23年(1948)11月謄用力

事舎講演曾講演

笠原英司:平板に衝突する噴流のー問

題の解法に就いて 向上にて講演

鬼頭史按:軸流流体機械の特殊性能に

づいて(第3報〉機椀皐曾誌昭23年(194

8)12月

鬼頭史按:窓洞現象に関するー貰験

鷹用力皐曾講演曾昭23年(1948)11月

鬼頭史按:重ね板梁の挫屈について

皐術研究曾議長住特別委任曾に報告

水野正夫:平等強さの板ばねについて

庭用カ皐曾 日本機械皐舎連合講演曾陀て

・講演昭23年(1948)11月

楠原豊太郎:内燃グ戸ビン翼亭の鷹力解

析内燃機談話舎にて講演昭23年(1948)

7月3日

栖原豊太郎:掠性係数及び熱膨脹係教が

温度により費るときの費断面圏盤の熱臆カ

と遠心慮力(第 1報) 日本機械皐曾講演曾

にて講演昭23年(1948)11月14日

4西原豊太郎:建断面長柱の挫屈に関する

問題同上にて講演

渡部一郎:遠心送風機の翼車翼型に闘

する研究(第4報)翼敏の問題 日本機械皐

曾癒用力皐曾蓮合講演曾tG於て講演 昭23

年(1948)11!:1 

渡部一郎:噴流による贋力上昇装置の

理論同上の講演曾に於て講演 昭23年(1

948)11月

( 4:7 ) 
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電気工串教室

森 元 吉・小口平治・天野 弘・

福田 正:上瀧護電所に於ける絶縁劣化

検出試験報告絶縁劣化早期検出委員舎 昭

23年(948)10月

森 元吉・天野 弘:褒電機線輪故

障検出に劃する人工的故障検出試験 同上

委員合昭23年(1948)11月

森 元吉・天野 弘:通信用避雷器

の研究電気三皐曾東京支部連合大曾講演

昭33年(1948)11月

藤用化事教室

阿部芳郎・井原豊子:肝油の安定性

(第1報〉抗酸化剤を添加した場合のピタミ

シ破壊と過酸化物増加との関係 日本水産

事曾誌14(1948) 115. 

阿部芳郎・井原豊子:肝油の安定性

(第2報)移行泊法に於ける抗酸化剤及び還

・元剤添加の効果 同誌 14(1948) 1.20. 

藤岡忠仁・村川享男:水溶液電解に

於ける電流線分布の研究(第2報〉線電極並

列の場合(其の2) 日本化事曾名古屋地方講

演 曾 昭23年(1984)11月6日講演

藤岡忠仁・村川享男:水溶液電解に

於ける電流線分布の研究〈第3報〉園筒電極

並列の場合〈其の1) 向上にて講演

久 野洋ふi鈴木敬三:顔料の色調に

関するトポケミスト Pへ理工事研究所講

演 曾 昭23年(1648)11月

久野 洋・鈴木敬三・松室知子:

顔料混合のトポケミストリー，向上にて講

演

馬野周二:染料による減感の機構につ

いて 日本化事曾関東支部常曾 於東京工

大昭23年(1984)9月18日講演

馬野周_o酸化還元電位の本性及びそ

の理論的算出 向上にて講演

梅津純夫・須綱哲夫:アルミ=ウム

ペs シリシの製法に就いて 日本ペ=シリ

ン畢術協議曾研究曾於厚生省講堂 昭23

年(1948)9月4日講演

梅濯純夫・須綱哲夫:泊性ぺ=シリ

ンの搭嬰性腹質 日本ペ=シリン皐術協議

曾研究曾於倖染病研究所講堂 昭23年(1

948)10月7日講演

梅津純夫・須綱哲夫・仲間三郎:

ペ=シリンのー簡易化皐的定量法 向上に

て講演

柳津三郎・中野吉期:火花分光分析

に於ける銭スペクトル線の強度 目:本金属

事曾秋期大曾於繭島経専昭23年(1948)

10月17日講演

柳津三郎・馬場英夫・荒漂紡太郎:

過硫酸法Mn分析法の分析化事的批判向上

にて講演

柳津三郎・松崎安安:溶液法分光分

析に於ける窓集線について周上にて講演

柳津三郎 : Mn分析徐討結果皐振第

19小委員曾第1分科曾於科事博物館昭

23年(1948)11月18日提出

腰用物理畢教室

小野敏夫:園環の塑性愛形 日本機械

事曾講演舎昭23年(1948)11月講演

震島正市:原子力の工業への鷹用 日

本金属壊舎秋期犬舎特別講演 於踊島市公

舎堂昭23年(1948)10月10日

以上 (ABC)順

( 48 ) 


